
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究のライフサイクルと研究データ基盤 
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研究のライフサイクル
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• 機関リポジトリ＋分野別リポジトリやデータリポジトリとも連携
• 研究者や所属機関、研究プロジェクトの情報とも関連付け
た知識ベースを形成

• 研究者による発見のプロセスをサポート

長期保存対応ストレージ領域
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Cold
Storage

Cold
Storage

Hot
Storage

Hot
Storage

Hot
Storage

②データ公開基盤

メタデータ集約・管理
知識ベースの構築

成果論文 研究データ

機関向け研究データ管理公開・蓄積管理・保存

検索・利用

非公開 共有 公開

• データ管理基盤における簡便な操作で研究成果の公開が
可能

• 図書館員やデータキュレータによる、メタデータや公開レベル
統計情報などの管理機能の提供

• データ収集装置や解析用計算機とも連携
• 研究遂行中の研究データなどを共同研究者間やラボ
内で共有・管理

• 組織が提供するストレージに接続した利用が可能
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◆事業計画

 国立情報学研究所において、研究データの平易な保存・管理、網羅的な検索等を実現するための共通システムとして研究データ基盤を開発中。
2020年度に運用開始予定。

 研究データの保存・管理を通じて、研究の再現性や透明性、継続した有用性を確保。また、研究データの利活用を促進することで、研究分野を
超えた新たな知見の創出に寄与。

 ①データ管理基盤（研究者が簡便に自身の研究データをクラウド上のストレージに保存できるシステム）、②データ公開基盤（各大学で保存さ
れた研究データを他の研究者が利活用できるようリンクを提供するとともに、共有・公開するシステム）、③データ検索基盤（研究データ公開基
盤や分野別リポジトリ等に登録された研究データを横断的に検索できるシステム）を一元的に整備し、オープンサイエンスを推進。

オープンサイエンス推進のための研究データ基盤 (NII Research Data Cloud) の整備
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